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  総括表
処　理　量　・処　理　条　件 処　理　量　・　処　理　条　件

関連公共流入下水量 93,888 ㎥ 生汚泥投入量 1,058 ㎥
ポ 34,269,190 ㎥ 濃 386,315 ㎥
ン 返流水量 8,816 ㎥ 調整槽からの戻り量 1 ㎥
プ 3,217,663 ㎥ 縮 284 ㎥
施 豊田終末処理場 102,704 ㎥ 計 1,059 ㎥
設 ポンプ揚水量 37,486,853 ㎥ 槽 386,599 ㎥

下諏訪ポンプ場 25,942 ㎥ 汚泥引抜量 303 ㎥
9,469,010 ㎥ 110,656 ㎥

沈砂発生量 95 ｋｇ 遠心 濃縮汚泥量 141 ㎥
34,600 ｋｇ 濃縮機 51,474 ㎥

し渣発生量 9 ｋｇ 消 １系（算盤型）汚泥引抜量 140 ㎥
3,460 ｋｇ 化 51,029 ㎥

流入水量 102,704 ㎥ 槽 ２系(卵形）　汚泥引抜量 304 ㎥
37,486,853 ㎥ 111,101 ㎥

生汚泥引抜量 1,058 ㎥ ベルトプレス 計
386,315 ㎥ 汚泥供給量 414 ㎥ 175 ㎥ 422 ㎥

流入水量 100,818 ㎥ 脱 146,673 ㎥ 7,344 ㎥ 154,017 ㎥
36,798,468 ㎥ 脱水汚泥濃度 1.6 ％ 1.6 ％ 1.6 ％

総吸込風量 468,587 ㎥ 運転時間 22.4 ｈ 12.5 ｈ 23.8 ｈ
171,034,293 ㎥ 水 8,164.6 ｈ 524.8 ｈ 8,689.4 ｈ

曝気風量 402,098 ㎥ ポリマー注入率 1.4 ％ 0.9 ％ 1.4 ％
146,765,652 ㎥ 脱水ケーキ量 29.5 ｔ 12.8 ｔ 31.0 ｔ

曝気倍率 4.0 倍 機 10,785.1 ｔ 538.9 ｔ 11,324.1 ｔ
返送汚泥量 58,623 ㎥ ケーキ含水率 79.9 ％ 81.9 ％ 80.0 ％

21,397,263 ㎥ ケーキ固形物量 6.0 ｔ 2.3 ｔ 6.2 ｔ
返送汚泥率 58 ％ 2,171.8 ｔ 97.1 ｔ 2,268.9 ｔ

最　終 余剰汚泥引抜量 730 ㎥ 脱水ケーキ量

沈殿池 266,458 ㎥ 富士見 540.2 ｔ
バイ 初沈・反応槽バイパス放流量 0 ㎥ ケーキ ケーキ含水率 80.4 ％
パス 反応槽バイパス放流量 0 ㎥ 搬入量 ケーキ固形物量

スカム スカム発生量 21 ｋｇ 103.0 ｔ
分離機室 7,670 ｋｇ

焼 供給ケーキ量 30.1 ｔ 23.2 ｔ 32.3 ｔ
6,054.7 ｔ 5,720.3 ｔ 11,775.0 ｔ

灰発生量 1.8 ｔ 1.4 ｔ 2.0 ｔ

　　　　　　　　　　　　　水　　処　　理　　状　　況 却 365.5 ｔ 348.2 ｔ 713.7 ｔ
透視度 7.0 度 灰搬出量

処 ｐＨ（水素イオン濃度） 7.3 ｔ 744.6 ｔ
理 ＣＯＤ（化学的酸素要求量） 63 mg/L 炉 硅砂投入量

場 ＢＯＤ（生物学的酸素要求量） 110 mg/L 1 0 ｔ 1 ｔ
流 ＳＳ（浮遊物質） 100 mg/L

入 大腸菌群数 - 個/cm
３

水 Ｔ－Ｎ（全窒素） 28 mg/L

Ｔ－Ｐ（全リン） 2.8 mg/L

透視度 >100 度

放 ｐＨ（水素イオン濃度） 6.6
ＣＯＤ（化学的酸素要求量） 4.7 mg/L

流 ＢＯＤ（生物学的酸素要求量） 1.1 mg/L

ＳＳ（浮遊物質） 1 mg/L

水 大腸菌群数 27 個/cm
３

Ｔ－Ｎ（全窒素） 7.5 mg/L

Ｔ－Ｐ（全リン） 0.29 mg/L

※上段は、日平均（稼働日）、下段は年合計

脱水機及び焼却炉に係る日平均値は稼働日平均値

消化ガス発電供給量に係る日平均値は稼働日（試運転を除く）平均値

744.6

１１  維維持持管管理理状状況況

生
物
反
応
槽

３号炉１号炉

最　初
沈殿池

沈砂池

遠心（2基）

（セメント原料化処理委託量）

計
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　　　　　　　燃　料　・　薬　品　等　使　用　量
重油使用量 476 L 豊 受電電力量 49,032 kWh

173,727 L 田 17,896,663 kWh

管理本館 109 L 終 発電電力量 13 kWh

39,860 L 末 4,630 kWh

１号焼却炉 190 L 処 合計 49,045 kWh

内 38,142 L 理 17,901,293 kWh

３号焼却炉 379 L 場 日最大需要電力 2,986 kW

93,735 L 日平均電力 2,042 kW

加温用ボイラー 0 L 下 受電電力量 929 kWh

0 L 諏 339,182 kWh

訳 自家 豊田終末処理場 4 L 訪 発電電力量 4 kWh

1,390 L ポ 1,494 kWh

発電 下諏訪ポンプ場 2 L ン 合計 933 kWh

600 L プ 340,676 kWh

消化ガス使用量 4,391 ㎥ 場 時間最大電力量 198 kWh

1,602,609 ㎥ 日間平均電力量 929 kWh

１号焼却炉 3,385 ㎥

内 680,468 ㎥ 沈砂・主ポンプ 6,059 kWh

３号焼却炉 2,623 ㎥ 2,211,390 kWh

647,842 ㎥ ブロワー・砂ろ過 11,097 kWh

訳 加温用ボイラー 752 ㎥ 4,050,270 kWh

274,299 ㎥ 急速砂ろ過 3,350 kWh

消化ガス発電供給量 2,960 ㎥ 1,222,730 kWh

550,902 ㎥ 水処理 13,724 kWh

余剰ガス燃焼量 398 ㎥ 5,009,200 kWh

145,375 ㎥ 放流ポンプ 368 kWh

水道水使用量 12.8 ㎥ 134,450 kWh

4,676 ㎥ 汚泥処理 5,178 kWh

豊田終末処理場 11.0 ㎥ 1,890,130 kWh

内 4,027 ㎥ 汚泥焼却炉 7,147 kWh

訳 下諏訪ポンプ場 1.8 ㎥ 2,608,793 kWh

649 ㎥ 溶融結晶化炉 226 kWh

砂ろ過処理水使用量 2,354 ㎥ 82,657 kWh

859,249 ㎥ 管理本館 1,558 kWh

リン ＰＡＣ使用量 2.6 ㎥ 568,550 kWh

除去 937.1 ㎥ その他 337 kWh

滅菌 次亜塩素酸Ｎａ使用量 638 L 123,123 kWh

232.9 ㎥

脱水 ポリマー（0.2%溶液）使用量 46 ㎥ 非常用 73 分

16,734 ㎥ 発電機 263 分

１号炉水酸化Ｎａ使用量 603 L 運転

焼却 121.3 ㎥ 時間 0 分

３号炉水酸化Ｎａ使用量 449 L 721 分

111.0 ㎥

脱臭 流入水添加ポリ鉄剤 1.5 ㎥

535.0 ㎥ 降水量 1,273 ｍｍ

脱臭 散布用粒状消臭剤 0 ｋｇ

（搬出用） 0 ｋｇ
場内再利用水 次亜塩素酸Ｎａ使用量 43 L

消毒 15.8 ㎥

揮発油 0.140 kL 5 GJ

灯油 0.160 kL 6 GJ

軽油 0.015 kL 1 GJ

Ａ重油 173 kL 6,769 GJ

ＬＰＧ 0.287 千m3 32 GJ

小計 － 6,812 GJ

昼間買電 10,717 千kWh 106,851 GJ

夜間買電 7,012 千kWh 65,067 GJ

小計 17,729 千kWh 171,919 GJ

合計 － 178,731 GJ

原油換算 － 4,612 kL

　　使　用　電　力　量

 使  用  電  力  内  訳  

エネルギー使用量

　豊田終末処理場

　　下諏訪ポンプ場

無負荷運転

実負荷運転

使用量 熱量

無負荷運転

実負荷運転
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－ 63・64－

最初沈殿池(使用池数：6～8池）
関連公共流入下水       　   　　　  (初沈スカムスキマー) 反応槽(使用池数：16池） 　　(終沈スカムスキマー) 急速砂ろ過池

流入水量 m
3
/日 Ａ-1～2系 m

3
/日 Ａ-1～2系 m

3
/日 A-1,2系 4.7 時間

～ ～ ～ A-3～6系 4.8 時間
ＢＯＤ 110 mg/L Ａ-3～6系 m

3
/日 Ａ-3～6系 m

3
/日 （mg/L） B-7,8系 5.0 時間 A系列　１２池

( 79 ～ 230 ) ～ ～ B-9,10系 5.0 時間 B系列　　８池
ＣＯＤ 63 mg/L Ｂ-７～10系　4池 m

3
/日 Ｂ-７～10系 m

3
/日 A-1,2系 2 池

( 43 ～ 140 ) ～ ～ A-3～6系 2～3 池
ＳＳ 100 mg/L 合計 m

3
/日 合計 m

3
/日 （mg/L） B-7,8系 2 池

( 55 ～ 280 ) ～ ～ B-9,10系 2 池
全窒素 28 mg/L ＢＯＤ 87 mg/L ＢＯＤ 39 mg/L A-1,2系 ＢＯＤ 1.1 mg/L

( 22 ～ 35 ) ( 56 ～ 140 )       （ 24 ～ 55 ) A-3～6系  （ <0.5 ～ 4.2 ）
全りん 2.8 mg/L ＣＯＤ 46 mg/L ＣＯＤ 25 mg/L （mg/L） B-7,8系 ＣＯＤ 4.7 mg/L

( 2.1 ～ 5.0 ) ( 30 ～ 120 )       （ 15 ～ 33 ) B-9,10系  （ 3.6 ～ 5.7 ）
ＳＳ 79 mg/L ＳＳ 23 mg/L A-1,2系 ＳＳ 1 mg/L

( 36 ～ 240 )       （ 14 ～ 36 ) A-3～6系  （ <1 ～ 1 ）
全窒素 26 mg/L ＢＯＤ 39 mg/L B-7,8系 余剰汚泥(遠心濃縮機供給汚泥) 全窒素 7.5 mg/L

 ( 21 ～ 37 )       （ 24 ～ 64 ) B-9,10系 汚泥量 　　 730 m
3
/日  （ 5.7 ～ 9.2 ）

全りん 2.4 mg/L ＣＯＤ 25 mg/L A-1,2系 ( 237 ～ 974 ) 全りん 0.29 mg/L
( 1.8 ～ 4.8 )       （ 16 ～ 38 ) A-3～6系 汚泥濃度　　 0.68 %  （ 0.19 ～ 0.46 ）

場内返流水 ＳＳ 23 mg/L （mg/L） B-7,8系 ( 0.53 ～ 0.86 ) 大腸菌群数　 27  個/cm
3

      （ 13 ～ 51 ) B-9,10系  （ 0 ～ 170 ）
*MLSS値は、第１、２好気槽の平均値

*MLVSS、DO、SV、SVI値は、第２好気槽平均値 遠心濃縮機 ※排水基準の（　）内数値は
濃縮汚泥量　　141 m

3
/日 ～ 　日平均値を示す。

濃縮汚泥濃度　　4.05 % ～
有機分　　 71.2 % ～

返送汚泥
Ａ-1～2系 m3/日 ～
Ａ-3～6系 m3/日 ～

生汚泥量 m3/日 Ｂ-７～10系 m3/日 ～ 遠心濃縮汚泥振分量
～ 合計 m3/日 ～ 算盤型消化槽１号 0 m3/日 ( 0 ～ 0 )

Ａ1，2系 mg/L ～ 算盤型消化槽２号 45 m3/日 ( 0 ～ 63 )
Ａ3，4系 卵形消化槽１号 48 m3/日 ( 14 ～ 63 )
Ａ5，6系 mg/L ～ 卵形消化槽２号 48 m3/日 ( 15 ～ 63 )
Ｂ7，8系 mg/L ～
Ｂ9，10系 mg/L ～

濃縮槽 重力濃縮汚泥振分 算盤形消化槽１号 ベルトプレス脱水機（1台） 脱水ｹｰｷ量 焼却炉 セメント原料化委託
汚泥引抜量　 m3/日 ( 182 ～ 0 m3/日 ( 0 ～ 0 ) 汚泥引抜量　 0 m3/日 ～ 供給汚泥量　 m3/日 31 ｔ/日 汚泥焼却量 30.1  ｔ/日 委託量 7.8 ｔ/回
汚泥濃度　 % ( 2.58 ～ 95 m3/日 ( 0 ～ 115 ) 汚泥濃度　　 ～ ( 15 ～ 45 ) ( 15.5 ～ 33.6 ) ( 7.1 ～ 8.9 )
有機分　 % ( 86.5 ～ 卵形消化槽１号 104 m3/日 ( 70 ～ 146 ) 有機分　　 ～ 灰発生量 1.8  ｔ/日

卵形消化槽２号 104 m3/日 ( 73 ～ 146 ) ～ ( 0.9 ～ 2.2 )
汚泥焼却量 23.2  ｔ/日

算盤形消化槽２号 洗 遠心脱水機（2台） ( 3.7 ～ 35.1 )
汚泥引抜量　 140 m3/日 ～ 浄 供給汚泥量　　 m3/日 灰発生量 1.4  ｔ/日

汚泥濃度　　 ～ 槽 汚泥濃度　　 ( 0.2 ～ 2.4 )
濃縮槽 有機分　　 ～ 有機分　　
越流水 28 ppm ～

受入脱水ケーキ
卵型消化槽１号 富士見処理場脱水ケーキ
汚泥引抜量　 152 m3/日 ～ 受入量 ｔ/年
汚泥濃度　　 ～
有機分　　 ～

28 ppm ～
脱水ろ液

卵型消化槽２号
汚泥引抜量　 152 m3/日 ～
汚泥濃度　　 ～
有機分　　 ～

28 ppm ～

排煙処理水

（注） 図中の数値は平均値、カッコ内の数値は日最小値～日最大値
脱水機及び焼却炉に係る数値は稼働日の値

図2-1-1　令和４年度　豊田終末処理場処理フロー
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３３  処処理理施施設設運運転転状状況況

（（11））  水水処処理理施施設設運運転転状状況況

ステップ流入２段循環硝化脱窒法及びＰＡＣ定量注入

○
水量安定のため８池使
用、２池休止

R4/4/11～ ＤＯ制御 ０．４～０．８ ０．５～１．０
B系は酸素不足が懸念された
ため高めに設定

　最終沈殿池使用状況　　１０池

○

○

　反応槽使用状況　　２０池

B-8系B-7系A-6系

A-5系 A-6系

○ ○ 休止 休止 ○ ○

A-1系 A-2系 A-3系 A-4系

○ ○

　ＤＯ管理の目標値

A-1系 A-4系 B-9系

11/16～ ○ ○

A-3系

休止 休止 ○ ○ ○ ○

備　　　考B-10系

○ ○

備　　考

○ ○ ○
水量増加対応のため　９
池使用○

○○○○ 16池使用、４池休止

８池使用、２池休止

B-7系

○ ○ ○

B-8系 B-9系 B-10系 備　　　考

Ｂ系

平　日 連休時

（単位：mg／L）

○

A系４池休止、２池運転

降雨による水量増加対
応のため２池立上げ

流入水量安定のため
４池休止、２池運転

休止休止

○

休止

○

○

○

休止

○

○○○○

休止休止

○

○

○

休止

休止

　　　A系列最初沈殿池の沈殿時間を短縮するため、Ａ系列を一部休止させ運転した。

B-10系B-9系B-8系B-7系A-6系A-5系A-4系A-2系 備　　　考年月日 A-1系

　最初沈殿池使用状況  １０池

　　　窒素除去はステップ流入２段循環硝化脱窒法、りん除去はＰＡＣ添加による凝集沈殿法により処理を行った。

　　　最終沈殿池の汚泥界面は１ｍ以下、放流水の残留塩素濃度は、検出以上０．１ｍｇ/L以下を管理目標とした。

A-3系

　　　曝気風量の調整はDO制御(Ａ系列・Ｂ系列-目標値による手動運転）により実施した。

R4/4/1～

11/21～

A-2系

休止 休止

休止

5/11～

休止

A-5系

○印は、運転中の施設を表す。以下同じ

年月日

R4/4/1～

9/2～ ○ ○ 休止 ○ ○

年月日

年　月 制御方式
平　日 連休時

Ａ系

○ 休止 ○ ○ ○ ○

R4/4/1
～

R5/3/31

R5/2/28～ ○ ○ 休止 ○ A-6系汚泥掻寄機故障の
ため、A-4系に切り替え
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　生汚泥と余剰汚泥は濃縮後、卵形消化槽及び算盤型消化槽へ投入

　運転時間については、第５節　機械　機器稼働時間を参照

重力濃縮槽引抜汚泥量　303ｍ３/日（濃縮率約3.5倍）、ゾーン管理目標　0.5ｍ以下

遠心濃縮汚泥量  141ｍ３/日（濃縮率約5.2倍）

投入量140ｍ３/日、消化日数33日、消化率56％

汚 泥 消 化 槽 算盤型１号消化槽、R３年９月から休止

算 盤 型 消 化 槽

卵 形 消 化 槽

遠 心 濃 縮 機

遠心脱水機 ：含水率79.9％、脱水ケーキ量 10,785 ｔ/年

ベルトプレス：含水率81.9％、脱水ケーキ量 539 ｔ/年

１号炉運転日数：201日、３号炉運転日数：247日

脱水ケーキ供給量32.3ｔ/日、灰発生量2.0ｔ/日

汚 泥 脱 水 機

汚 泥 焼 却 炉

洗 浄 槽 （ 貯 留 槽 ）

投入量304ｍ３/日、消化日数31日、消化率57％

消化汚泥一時貯留槽として運用

通常、遠心脱水機を運転、ベルトプレス脱水機は管理運転で使用

供給汚泥濃度1.6％、脱水ケーキ量 31.0t/日

施　　設

（（22））  汚汚泥泥処処理理施施設設運運転転状状況況

R4/4/1～

4/18～

6/1～

8/12～

11/22～

重 力 濃 縮 槽

○ 休止 ○ ○ 休止

運　　　転　　　状　　　況

休止

○

　汚泥処理施設運転状況

R5/1/4～

備　　　考1-1～1-4系 1-5～1-8系

急速砂ろ過池　２０池

○ 休止

○

○ 休止

休止 休止

休止

1-9～1-12系 2-1～2-4系 2-5～2-8系

○ 休止 ○

休止 休止 休止

休止○

休止 休止 休止 省エネルギーのため、6
月1日から使用池数を12
池から4池に変更

休止 休止 休止

休止


